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例 は t s 2 痛 ,
2 例は t s 3 癌と な っ た . t s l - i n v 癌 の

うち
,
t sl 癌群と t s 2 ･ t s 3 癌厨と の 間に ,

生存率

(直接法) , 肺周囲進展度や進行度に差異はなか っ た .

【結語】 腫癌径を ｢_l二枚内癌部分を除
い た浸潤

部の みの 大き さ+ とする こ とは ,
新規約に お い て

矛盾が な い こ と が検証 された .

10　小膵癌（TSl）切除例の検討
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【目的】 1 9 9 2 年 か ら現在まで に , 小月靭轟( T S l)

9 例を経験 した の で報告する .

【対象】 男 : 女
- 4 : 5

, 平均年齢 6 9 ( 5 5
-

83)

嵐 平均観察期間 2 6 ( 6
-

6 2) 目
,
P h : P b : P t -

3 : 5 : 1
,
P p P D : P D : D P

- 2 : 1 : 6

【結果】平均 T S l . 5 7 ( 0 . 3 5
- 2 . 0) c m

,
w ell :

m o d - 5 : 4
,
n O : nl - 4 : 5

, p St a g e I : Ⅲ: a :

Ⅳ a - 3 : 2 : 3 : 1
,
郎党 3 例

,
原病死 2 例. ヲ芭,El

契機 は腹痛 ･ 背湘南: 検諺 : D M 悪化 : 他 - 4 :

2 : 1 : 2
,
ヲ邑見手段は U S : C T : E R C P : 他

- 4 :

3 : 1 : 1
,
確定手段は 7 例が E R C P . 累積 3 年4Aj =7

率は 5 0 % .

【結論】 T S l 月畢癌は ,
手術で比較的良好な予後が

得られるが ,
進行例もあり

,
より小 さ い 腫場経 で

の 発見が望 まれる .

1 1 　 C U S A を 用 い た 膵 内 胆 管 の 剥 離

― 先 天 性 胆 道 拡 張 症 手 術 の 1 例 ―
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先天性胆道拡張症に 対する胆管 研除
･ 胆管月畢管

分流手術 に お い て は, 胆管癌発生予防の ため ,
腸

内胆管を可及的に 全切除する必要 がある . し か し

牌管胆管合流部付近の 剥離 は, 月華管損傷の 危険 が

あり
,
合流部直上の 胆管狭小部( n a 汀 O W S e g m e n t)

の 確認も同姓な こ とが しば しばで ある . 今回我々
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の --一手 肘刈 を供 監 し ,

c u s A を用 い た堀内胆管0) 剥離の 有FFl 什 に つ い て

報告する .

1 2 　 生 体 肝 移 植 に お け る ド ナ ー 肝 切 除 ： 手 技 の 工

夫と安全性の追求
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1 9 9 9 ir:- 3 月以来 2 7 例の 生休朴梓楯が胞子+
`

され

た . 2 7 例は 全例耐附 し ,
汁;†子51 ))肩をは た して い る .

恥後合併症と し て , 肘汁械を 1 例 ,
急件胃拡張を

1 例を‖忍めて い る .

本川究 で は手指的な T . )(･ を含めて
'

-) 謂ミの ドナ
…

肝U]r徐を ビデオ に て 供毘 し ,
安全な肝り] 静に は何

が必要か を考察 し た い .

1 3 　 高 C P K 血 症 を 呈 し 腸 管 壊 死 を 合 併 し た 急 性

膵炎の1例
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患者は 54 才
,

E)
[Jil年. 連Fl 日本酒 3 合飲酒 . 平城

1 3 1F- 1 1 日 7 日 噴か ら背 部痛 ,
食欲低 下 で 発*[ ･
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l l ),1 1 0 日近医受諺. ア ル コ
ー

ル 件急性肝炎の 諺

肺に て 当科救急搬送 . 来院時 C P K 1 9 8 8 4I U /1 と若

僧 し
,
脂-[
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i15 C T で は前胃傍腔 へ の 炎:)7(;
-
_ 波及をi' Jt

J
t め

た
. ,劉生肺炎重症度判

'

JIi: 基準で は St a g e 4 . 人院綾

A R D S に 対 し
,
人工呼吸管理開始. 抗生剤

,
昇圧

刺, 抗生剤,
牌酵素阻害剤授与一, 持続血液渡過透

析を行 っ たが肝不全 ,
腎 不全は進行 C P K 高値 も

持続 した . 1 1 月 1 5 日 ごろより腸閉塞所 見が徐々

に増悪 . M R S A
,
I P M 耐件緑膿菌敗 血症 に陥り 1 2

月 1 9 日 永眠 した . 剖検 で は回腸末端部 に高度の

狭窄と壊死を認め ,
腸管の 広範囲の 虚血性半L

1
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請
,
酒場形成を認め た .


